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9
Φ
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①
　
頃
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こ
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毒
α
q
ω
一
①
ぼ
Φ

　
　
≦
①
一
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駐
ぎ
ω
幕
讐
一
留
二
巨
一
①
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帥
ω
9
g
ω
貫
即
守
①
。
騨
呂
。
閃
日
彗
犀

　
　
　
5
8
噸
ω
の
●
一
ミ

ダ
ン
ネ
ル
ト
著

　
『
イ
タ
リ
ア
刑
法
理
論
に
反
映
し
た

　
　
　
　
　
　
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
の
目
的
的
行
為
論
』

　
1
　
著
者
ダ
ン
ネ
ル
ト
に
つ
い
て
筆
者
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
が
、
恐
ら

く
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
の
ジ
！
ゲ
ル
ト
教
授
の
門
下
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ゲ

ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
の
デ
ィ
セ
ル
タ
チ
オ
γ
と
し
て
受
理
さ
れ
、
同
大
学
法
学
部

の
編
集
す
る
法
学
研
究
叢
書
第
四
七
巻
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
本
書
の
扉
に
も
、

序
文
に
も
こ
の
点
の
言
及
は
な
い
．
し
か
し
、
現
在
、
西
独
刑
法
学
界
で
イ
タ

リ
ア
現
代
刑
法
学
に
非
常
な
関
心
を
示
し
、
論
文
三
編
を
公
に
し
て
い
る
の
は
、

他
な
ら
ぬ
ジ
ー
ゲ
ル
ト
で
あ
る
か
ら
、
私
の
推
測
に
根
拠
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
囚
弩
】
聾
畠
零
貫
O
零
≧
蒔
o
葺
巴
ま
↓
亀
亀
3
望
声
守
①
9
ひ
¢
ぎ
口
魯
零

ぎ
ま
ω
竃
1
琶
凶
窪
ぎ
7
①
二
」
ε
智
9
弩
．
O
。
＃
鼠
ヨ
目
鶏
．
ω
》
言
ヨ
〈
、
瑛
望
声
守
①
。
三

封
年
領
、
一
3
伊
ω
●
…
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u
♀
の
ー
o
錺
一
Σ
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①
暑
魯
①
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守
①
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胃
o
N
。
器
竃
o
耳
奉
3
写
。
駕
F
閃
Φ
9
凶
。
一
毒
傷
浮
9
藷
一
一
葺
O
＞
一
鼠
げ
茜
・
ち
＄
●

ω
』
嵩
崩
こ
U
R
の
●
“
H
芭
一
①
づ
一
ゆ
昌
Φ
の
oQ
ひ
蚕
⇒
Φ
。
耳
巨
臼
の
貫
餌
甘
冠
。
N
窃
馨
9
江
旨

竃
仁
窪
＜
Φ
＆
論
曾
葺
3
§
鷺
P
O
＞
噂
一
8
P
ψ
置
中
の
三
編
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
“
イ
タ
リ
ア
現
代
刑
法
学
が
、
ド
イ
ッ
に
お
け
る
目
的
的
行
為
論

の
展
開
に
相
当
深
い
関
心
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
我
が
刑
法
学
会
に
お
け
る

状
況
と
比
べ
て
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
程
度
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
（
宮

沢
・
イ
タ
リ
ア
刑
法
学
の
現
状
・
本
誌
三
三
巻
一
〇
号
五
八
頁
以
下
）
．
目
的
的
行

為
論
が
議
論
の
対
象
と
な
つ
て
い
る
国
は
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ー
、
日
本
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
態
度
は
新
し
い
も
の
に
飛
び
つ
く
後
進
国
的
な
と
こ
ろ

の
特
徴
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
（
滝
川
幸
辰
・
法
律
学
と
私
．
法
学
セ
、
・
・
ナ
ー
．

八
五
号
一
三
七
頁
）
が
、
一
概
に
そ
う
き
め
つ
け
た
も
の
で
も
あ
る
ま
い
。
学
問

的
情
熱
の
赴
く
と
こ
ろ
が
、
新
し
い
魅
力
に
み
ち
た
テ
ー
マ
に
ゆ
き
つ
く
こ
と

は
よ
く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
伝
統
の
あ
る
学
問
の
“
い
わ
ゆ
る
”
通
説

に
は
、
行
き
づ
ま
り
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
し
ば
し
ぽ
経
験
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
か
ら
．
た
だ
問
題
は
、
一
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
己
の
過
去
の
業
績

に
固
執
し
つ
つ
、
新
し
い
問
題
に
も
欲
目
を
出
し
て
、
し
か
も
こ
の
両
者
の
間

に
統
一
が
と
れ
な
い
と
い
つ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
種
の
論
述
は
、
読
者
に
混

乱
を
与
え
る
ば
か
り
で
あ
つ
て
、
「
何
を
言
つ
て
い
る
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と

い
う
故
瀧
川
博
士
の
評
言
が
ず
ば
り
当
て
は
ま
る
感
じ
が
し
な
い
で
も
な
い
。

　
イ
タ
リ
ア
刑
法
学
で
は
、
総
じ
て
、
若
い
世
代
に
刑
法
学
の
こ
の
”
新
し
い

波
“
を
受
容
し
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
多
い
こ
と
が
注
目
を
ひ
く
．
い
わ
ゆ
る

大
家
の
中
で
は
、
早
く
か
ら
目
的
的
行
為
論
に
注
目
し
、
共
感
を
示
し
て
い
た

ベ
ッ
テ
ィ
オ
ー
ル
（
浮
…
。
一
）
を
除
い
て
は
、
こ
れ
を
正
面
か
ら
と
り
あ
け
た

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

仏
理
者
は
グ
リ
ス
ピ
ー
二
（
O
ユ
聲
蒔
巳
）
く
ら
い
の
も
の
で
あ
つ
て
．
　
バ
ッ
タ
リ

ー
二
（
閃
暮
げ
品
ロ
昌
）
、
マ
ン
ヂ
ー
二
（
目
帥
づ
N
一
三
）
、
　
マ
ジ
オ
ー
レ
（
霞
お
転
o
窓
）

等
は
殆
ん
ど
こ
れ
と
対
決
を
し
て
い
な
い
。
部
分
的
な
引
用
が
散
見
さ
れ
る
に

と
ど
ま
る
．
も
っ
と
も
、
ア
ン
ト
リ
セ
イ
（
＞
暮
＆
置
）
の
体
系
書
は
目
的
的

行
為
論
を
と
り
入
れ
て
、
工
夫
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
書
の
著
者
ダ
ン
ネ
ル
ト
は
、
現
代
イ
タ
リ
ア
刑
法
学
の
中
に
投
じ
ら
れ
た

目
的
的
行
為
論
の
争
点
に
対
し
、
イ
タ
リ
ア
の
側
に
見
ら
れ
る
賛
否
の
声
を
丹

念
に
聞
き
、
そ
れ
を
よ
く
咀
囎
し
て
理
論
体
系
の
系
列
に
分
説
し
て
、
イ
タ
リ

ア
刑
法
学
に
目
的
的
行
為
論
が
如
何
に
反
映
し
て
い
る
か
を
浮
き
彫
り
に
し
よ

う
と
試
み
る
。
ガ
ル
ロ
（
O
毘
。
）
、
マ
ン
ト
バ
ー
二
（
冒
導
ε
黄
邑
、
サ
ン
タ
マ

リ
ア
（
の
導
言
ヨ
鼠
暫
）
、
カ
ン
ピ
ッ
シ
（
9
ヨ
冨
一
）
、
等
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
こ

れ
ら
の
表
題
に
つ
き
前
掲
小
論
参
照
）
を
縦
横
に
紹
介
、
批
判
し
て
い
る
態
度
は

好
ま
し
い
。

　
と
も
あ
れ
、
ド
イ
ッ
の
刑
法
学
界
の
目
か
ら
見
た
イ
タ
リ
ア
現
代
刑
法
の
一

断
片
を
、
ド
イ
ッ
語
で
読
む
こ
と
が
出
来
る
こ
と
は
、
イ
タ
リ
ア
語
を
読
む
の

に
閑
の
か
か
る
者
に
と
つ
て
、
こ
の
上
も
な
く
便
利
で
あ
る
。
も
つ
と
も
、
筆

者
の
手
元
に
は
著
者
ダ
ン
ネ
ル
ト
の
駆
使
し
た
資
料
の
殆
ん
ど
す
べ
て
が
あ
る

の
で
、
こ
の
著
書
に
見
受
け
ら
れ
る
誤
解
、
ど
う
か
と
思
わ
れ
る
批
判
等
に
つ

い
て
は
、
い
ず
れ
機
会
を
改
め
て
、
論
議
し
た
い
と
思
う
。
こ
こ
で
は
、
本
書

の
大
体
の
内
容
を
紹
介
し
、
簡
単
な
評
言
を
呈
す
る
に
と
ど
め
る
．

　
H
　
本
書
は
五
章
に
分
れ
る
。
第
一
章
は
序
説
で
あ
つ
て
、
本
書
叙
述
の
目

的
（
第
一
節
）
、
目
的
的
行
為
論
に
関
す
る
概
観
（
第
二
節
）
、
イ
タ
リ
ア
の
立
法

と
学
説
の
現
状
に
つ
い
て
（
第
三
節
）
に
分
説
さ
れ
て
い
る
。
第
二
章
は
目
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
　
　
（
一
二
九
七
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

酌
行
為
論
の
哲
学
的
・
方
法
論
的
根
本
問
題
と
題
さ
れ
、
序
説
（
第
四
節
）
、
存

在
論
的
行
為
概
念
（
第
五
節
）
、
存
在
論
的
構
造
へ
の
立
法
者
の
拘
束
と
は
？

（
第
六
節
）
、
ベ
ッ
テ
ィ
オ
ー
ル
の
目
的
主
義
（
第
七
節
）
を
論
ず
る
．

　
第
三
章
は
本
書
の
中
で
最
も
詳
細
な
部
分
で
あ
つ
て
、
目
的
性
と
故
意
犯
を

そ
の
テ
ー
マ
と
す
る
．
簡
単
な
序
説
（
第
八
節
）
に
続
い
て
、
第
一
部
目
的
性
と

故
意
性
に
お
い
て
、
そ
の
後
の
目
的
へ
の
単
な
る
手
段
と
し
て
の
構
成
要
件
の

実
現
（
第
九
節
）
、
未
必
の
故
意
（
第
一
〇
節
）
、
“
絶
対
的
日
的
性
μ
（
第
一
一
節
）

に
分
け
て
論
じ
、
次
い
で
目
的
性
と
不
法
な
る
表
題
を
与
え
ら
れ
、
人
的
不
法

概
念
を
主
た
る
テ
ー
マ
と
す
る
第
二
部
に
お
い
て
は
、
　
一
般
的
論
点
（
第
一
二

節
）
、
人
的
不
法
概
念
に
対
す
る
批
判
（
第
＝
二
節
）
、
人
的
不
法
概
念
の
実
際

的
成
果
（
第
一
四
節
）
、
“
主
観
的
違
法
性
”
論
（
第
一
五
節
）
、
ガ
ル
ロ
の
見
解

に
お
け
る
人
的
不
法
概
念
（
第
一
六
節
）
、
ベ
ッ
テ
ィ
オ
ー
ル
と
マ
ン
ト
バ
！
二

の
不
法
論
（
第
一
七
節
）
、
附
論
・
競
合
の
諸
問
題
（
第
一
八
節
）
が
そ
れ
ぞ
れ

対
象
と
し
て
詳
論
さ
れ
て
い
る
．
第
四
章
は
目
的
性
と
過
失
犯
を
扱
う
．
第
一

九
節
は
問
題
の
提
起
、
第
二
〇
節
は
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
の
初
期
の
過
失
論
、
第
二

一
節
は
そ
の
最
近
の
過
失
論
を
と
り
あ
げ
．
か
な
り
の
詳
論
が
見
ら
れ
る
。

　
最
終
の
第
五
章
は
目
的
性
と
責
任
と
題
さ
れ
、
第
二
二
節
で
イ
タ
リ
ア
の
責

任
論
の
状
況
に
ふ
れ
た
後
、
第
二
三
節
は
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
の
責
任
論
に
対
す
る

反
論
、
第
二
四
節
は
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
の
責
任
論
の
実
際
的
結
果
に
ふ
れ
、
第
二

五
節
で
技
術
的
責
任
概
念
を
論
じ
て
本
書
は
そ
の
全
構
成
を
終
え
る
．

　
こ
の
小
冊
子
の
中
で
、
刑
法
総
論
的
な
諸
問
題
は
殆
ん
ど
す
べ
て
が
手
際
よ

く
扱
わ
れ
て
い
る
．
例
え
ば
、
未
遂
、
主
観
的
正
当
化
事
由
、
共
犯
論
、
不
作

為
犯
論
が
第
一
四
節
で
、
禁
止
の
錯
誤
、
自
然
的
故
意
が
第
二
四
節
で
ま
と
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四
　
　
（
一
二
九
八
）

ら
れ
て
い
る
、
勿
論
、
こ
れ
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
に
問
題
の
多
い
テ
ー
マ
は
、
こ
の

短
か
い
記
述
の
中
で
は
、
殆
ん
ど
簡
単
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
皿
　
次
に
、
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
目
的
的
行
為
論
を
紹
介
、
批
判
す
る
者
と
し
て
、
哲
学
的
・
理
論
的

前
提
に
ま
で
気
を
配
つ
て
い
る
戦
前
か
ら
の
ベ
ッ
テ
ィ
オ
ー
ル
の
業
績
、
戦
後

の
グ
リ
ス
ピ
ー
二
、
ガ
ル
・
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
紹
介
に
次
い
で
マ
ン
ト
バ

ー
二
、
サ
ン
タ
マ
リ
ア
、
カ
ン
ピ
ッ
シ
の
著
書
の
構
成
に
ふ
れ
て
い
る
。
第
二

節
で
の
こ
の
要
領
の
い
い
紹
介
と
併
せ
て
、
イ
タ
リ
ア
犯
罪
論
の
概
観
、
こ
と

に
犯
罪
論
体
系
の
二
分
説
・
三
分
説
の
過
去
と
現
在
を
解
説
す
る
第
三
節
は
イ

タ
リ
ア
刑
法
学
の
現
況
を
知
る
上
で
便
利
で
あ
る
。

　
第
五
節
で
は
グ
リ
ス
ピ
ー
二
が
「
行
為
を
論
ず
る
と
き
意
思
行
為
を
考
え
な

い
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
一
体
ど
こ
に
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
説
の
新
し
さ

が
あ
る
の
か
」
を
問
い
、
ダ
・
ー
ラ
（
U
毘
．
○
邑
は
目
的
志
向
的
で
な
い
行

為
の
例
を
あ
げ
て
、
行
為
の
本
質
的
構
成
要
素
と
し
て
の
目
的
性
と
い
う
考
え

方
に
反
論
を
し
、
ア
ル
バ
ー
二
（
≧
富
色
が
喜
捨
、
市
電
の
中
で
漫
然
と
他

人
の
会
話
を
聞
く
こ
と
、
旅
行
で
無
関
心
な
ま
ま
景
色
を
眺
め
る
こ
と
等
を
例

示
し
て
、
こ
れ
ら
の
場
合
意
思
の
方
向
づ
け
は
あ
る
が
、
そ
れ
と
“
目
的
”
と

は
同
置
さ
れ
え
な
い
と
批
判
し
、
サ
ン
ト
・
（
o
Q
彗
8
き
）
が
不
作
為
や
気
晴
し

を
す
る
行
為
等
に
は
日
的
性
が
欠
け
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
等
、
諸
論
者
の

批
判
を
一
わ
た
り
紹
介
し
、
現
代
イ
タ
リ
ア
刑
法
学
の
中
に
見
ら
れ
る
批
判
、

即
ち
目
的
性
と
い
う
概
念
は
刑
法
の
体
系
構
成
に
と
つ
て
必
ず
し
も
有
用
で
な

く
、
む
し
ろ
矛
盾
を
は
ら
ん
だ
体
系
と
な
る
と
す
る
論
拠
を
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
短
評
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
節
で
は
マ
ン
ト
バ
ー
二
の
存
在
論
的
構
成
に
ふ



れ
た
部
分
が
重
要
で
あ
る
。
マ
ソ
ト
バ
ー
二
は
そ
の
独
自
の
存
在
論
的
思
考
に

立
脚
し
て
、
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
の
立
場
を
畠
8
暮
o
一
〇
魅
8
で
あ
る
と
非
難
し
、
自

己
の
立
脚
点
を
意
思
に
求
め
る
。
そ
の
議
論
の
特
性
は
次
の
点
に
集
約
出
来
る

で
あ
ろ
う
。
人
間
行
為
の
特
質
は
意
思
行
為
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
そ
の
中
に

す
で
に
目
的
が
包
含
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
行
為
者
が
決
意
を
行
為
へ
と

移
す
と
き
に
は
彼
は
こ
の
目
的
に
対
し
て
決
意
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
る
、
と

説
い
て
、
意
思
性
の
中
に
あ
つ
て
、
行
為
の
実
行
と
関
聯
す
る
内
部
的
目
的
性

と
並
ん
で
、
単
な
る
行
為
の
実
行
を
越
え
た
外
部
的
な
口
的
へ
と
行
為
を
向
け

る
と
こ
ろ
の
外
部
的
目
的
性
を
認
め
る
。
著
者
は
又
、
目
的
性
と
過
失
と
を
結

び
つ
け
よ
う
と
す
る
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
の
試
み
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
る
。

　
次
に
、
ア
ル
バ
ー
二
の
批
判
の
中
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
精
神
病

者
の
目
的
的
行
為
を
と
り
あ
げ
る
。
精
神
病
者
に
は
意
思
は
な
い
。
し
か
し
、

目
的
的
行
為
論
は
責
任
能
力
を
責
任
論
で
扱
つ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
精
神

病
者
に
も
そ
の
行
為
の
目
的
性
と
い
う
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
実
は
精
神
病
者
に
と
つ
て
は
仮
説
的
で
あ
り
、
こ

れ
こ
そ
自
然
主
義
的
な
見
解
の
表
わ
れ
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
が
こ
れ
で
あ

る
。
勿
論
、
目
的
的
行
為
へ
の
能
力
と
責
任
能
力
と
を
一
緒
に
す
る
こ
と
は
妥

当
で
は
な
い
が
、
目
的
的
行
為
の
テ
ー
ゼ
で
あ
る
、
「
目
的
を
思
考
的
に
あ
ら

か
じ
め
定
め
、
因
果
の
要
素
を
計
画
的
に
は
め
込
む
こ
と
に
ょ
つ
て
そ
の
目
的

と
し
た
も
の
を
合
目
的
的
に
惹
起
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
は
た
し
て
精
神
病

者
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
．
精
神
病
の
程
度
に
よ
つ
て
は
帰
責
性

（
N
ξ
①
9
撃
富
蒔
。
ε
の
み
な
ら
ず
、
行
為
能
力
（
国
導
色
彗
撃
駐
言
蚕
e
）
に
影

響
す
る
ま
で
に
進
行
し
た
も
の
が
あ
り
は
し
な
い
か
。
若
し
あ
る
と
す
れ
ば
、

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

そ
れ
ら
の
者
の
．
口
的
的
活
動
”
と
は
何
か
、
と
い
う
の
が
》
、
の
要
点
で
あ
り
．

よ
く
考
え
る
べ
き
疑
問
を
含
ん
で
い
る
。

　
第
六
節
に
お
い
て
、
今
日
、
我
が
国
の
法
哲
学
者
の
間
で
も
問
題
と
さ
れ
て

い
る
テ
！
マ
、
即
ち
、
立
法
者
を
拘
束
す
る
存
在
論
的
構
造
と
は
何
か
、
そ
れ

を
認
め
る
べ
き
か
否
か
が
論
じ
ら
れ
、
「
法
と
哲
学
と
は
関
聯
を
持
つ
べ
き
で

な
い
、
何
と
な
れ
ば
哲
学
的
概
念
は
可
変
的
で
あ
り
、
先
験
的
基
礎
を
承
認
す

る
者
に
よ
つ
て
の
み
認
識
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
す
る
多
く
の
考
え
方
に
対

し
、
若
い
世
代
の
サ
ン
タ
マ
リ
ア
、
カ
ン
ピ
ッ
シ
等
は
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
説
を
勇

敢
に
と
り
あ
げ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
デ
ラ
ン
ド
戸
　
（
U
毘
．
｝
昌
琶
も
原

則
的
に
は
こ
れ
に
同
意
し
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
人
問
行
為
に
目
的
的
性
格
が
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
ベ
ッ
テ
ィ
オ
ー
ル
の
根

本
的
な
考
え
方
に
目
的
主
義
（
琶
亀
。
讐
塁
。
）
が
あ
る
。
法
を
形
式
的
に
考
察

し
、
現
実
か
ら
、
さ
ら
に
は
倫
理
か
ら
法
を
遊
離
せ
し
め
る
概
念
法
学
に
反
対

し
、
規
定
の
形
式
的
考
察
に
満
足
せ
ず
、
深
い
と
こ
ろ
ま
で
下
り
て
ゆ
き
、
規

範
が
保
護
す
る
”
価
値
〃
を
考
慮
す
る
法
学
、
”
価
値
法
学
〃
の
必
要
性
を
ベ

ッ
テ
ィ
ォ
ー
ル
は
強
調
す
る
。
刑
法
学
は
こ
の
価
値
を
求
め
る
。
二
こ
に
具
体

的
論
理
の
重
要
な
役
割
が
あ
る
．
論
理
は
帰
納
と
演
繹
を
用
い
る
が
、
現
実
の

要
求
に
か
な
う
よ
う
努
め
、
そ
れ
は
現
実
と
結
合
し
た
目
的
に
向
け
ら
れ
、
刑

法
規
範
の
保
護
す
る
社
会
的
価
値
に
仕
え
る
も
の
で
あ
る
．

　
彼
の
行
為
論
は
、
機
械
的
、
自
然
主
義
的
考
察
に
よ
つ
て
は
行
為
を
把
握
出

来
な
い
の
で
あ
つ
で
、
社
会
的
現
実
か
ら
と
り
出
さ
れ
る
観
点
を
か
り
て
は

じ
め
て
可
能
と
な
る
。
こ
こ
に
は
価
値
の
観
点
が
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
．

目
酌
的
要
素
砿
も
嫁
や
無
視
せ
ら
れ
る
べ
ぎ
で
は
な
い
、
と
す
る
。
目
的
を
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
五
　
　
（
一
二
九
九
）
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介
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評

識
し
て
動
作
を
す
る
者
の
み
が
行
為
を
完
成
す
る
と
論
ず
る
ベ
ヅ
テ
ィ
ォ
r
ル

は
行
為
を
定
義
づ
け
て
、
「
意
識
的
に
目
的
の
実
現
に
向
け
ら
れ
た
意
思
的
な

筋
肉
運
動
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
の
定
義
の
中
に
、
客
観
的
要
素
、
主
観
的
要

素
、
目
的
論
的
要
素
の
三
要
素
が
総
合
さ
れ
る
べ
き
所
以
が
説
か
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
も
つ
と
も
、
右
の
よ
う
な
“
目
的
主
義
“
と
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
の
目
的
的
行
為

論
と
の
間
に
如
何
な
る
一
致
点
が
あ
る
の
か
、
殊
に
ベ
ッ
テ
ィ
オ
ー
ル
は
存
在

論
的
構
造
と
は
混
同
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
価
値
、
倫
理
的
要
請
の
顧
慮
を

強
調
し
て
居
り
、
こ
れ
に
よ
り
彼
は
存
在
論
的
根
本
構
造
の
考
え
方
を
否
定
す

る
陣
営
に
算
え
入
れ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研

究
課
題
と
し
て
留
保
し
て
お
き
た
い
。

　
目
的
性
と
故
意
性
に
つ
い
て
は
、
特
に
未
必
の
故
意
を
め
ぐ
つ
て
争
わ
れ
て

い
る
。
目
的
的
行
為
論
に
よ
れ
ば
意
思
が
あ
つ
て
の
み
”
目
的
的
”
と
い
い
う

る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
”
未
必
的
な
μ
結
果
が
意
思
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る

と
指
摘
し
う
る
と
き
に
は
じ
め
て
目
的
性
と
故
意
性
と
は
同
置
さ
れ
る
。
と
こ

ろ
が
、
未
必
の
故
意
の
場
合
に
は
こ
の
未
必
的
結
果
は
行
為
者
の
意
欲
す
る
と

こ
ろ
で
は
な
く
、
故
意
を
認
め
る
に
は
そ
れ
を
知
つ
て
い
た
こ
と
及
び
行
為
者

の
一
定
の
感
情
上
の
態
度
如
何
に
よ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
学
者
の
多
く
は
こ
の
点

と
附
随
効
果
（
乞
①
げ
①
昌
。
眞
寒
）
に
関
す
る
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
の
所
明
に
対
し
て
、

激
し
い
批
判
を
加
え
て
い
る
．

　
過
失
の
問
題
、
特
に
ウ
ェ
ル
ッ
ェ
ル
の
初
期
の
理
論
、
あ
の
有
名
な
”
潜
在

的
目
的
性
”
と
い
う
概
念
を
用
い
た
理
論
構
成
を
め
ぐ
つ
て
．
イ
タ
リ
ア
学
説

は
相
当
華
々
し
い
反
論
を
提
供
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六
　
　
（
二
二
〇
〇
）

　
そ
の
論
難
中
に
出
て
く
る
諸
論
点
は
こ
れ
ま
で
す
で
に
言
い
ふ
る
さ
れ
た
言

葉
で
あ
つ
て
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
特
に
ガ
ル
・
の
著
書
は

こ
れ
に
焦
点
を
当
て
て
書
か
れ
、
非
常
に
す
ぐ
れ
た
内
容
で
あ
る
こ
と
を
私
は

前
掲
の
小
論
で
指
摘
し
て
お
い
た
。
た
だ
、
注
意
す
べ
き
は
伊
刑
法
二
二
二
条

一
項
に
よ
り
、
責
任
無
能
力
者
に
対
し
て
保
安
処
分
を
課
す
に
当
り
、
そ
の
者

が
故
意
で
犯
し
た
か
過
失
で
犯
し
た
か
に
よ
つ
て
は
取
扱
上
重
大
な
相
違
が
あ

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
精
神
病
等
で
無
罪
と
な
つ
て
も
、
故
意
犯
な
ら
ば
二
年

以
上
司
法
精
神
病
院
に
強
制
入
院
す
る
旨
の
規
定
の
あ
る
イ
タ
リ
ア
刑
法
学
で

は
、
違
法
性
、
責
任
と
過
失
と
の
関
係
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
過
失
に
副
次

的
な
地
位
し
か
与
え
な
い
理
論
は
、
少
く
と
も
イ
タ
リ
ア
の
現
行
法
の
解
釈
に

は
不
適
切
で
あ
る
と
す
る
グ
リ
ス
ピ
ー
二
の
批
判
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
同
様
な
問
題
は
二
二
四
条
二
項
に
も
あ
る
。
一
四
才
以
下
の
少
年
に
し
て

死
刑
、
無
期
又
は
三
年
以
上
の
有
期
懲
役
の
課
せ
ら
れ
た
犯
罪
を
犯
し
た
者

は
、
そ
れ
が
過
失
で
行
わ
れ
た
場
合
を
除
き
、
三
年
以
上
教
護
施
設
に
収
容
す

る
、
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
二
i
ゼ
の
批
判
に
よ
つ
て
、
改
説
さ
れ
た
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
の
最
近
の
過
失
論

に
つ
い
て
も
、
こ
こ
に
と
り
立
て
て
論
ず
る
必
要
は
あ
る
ま
い
．
し
か
し
構
成

要
件
的
な
結
果
で
は
な
く
、
何
等
か
の
他
の
構
成
要
件
外
の
結
果
に
向
け
ら
れ

た
目
的
性
と
い
う
二
ー
ゼ
の
提
唱
に
は
じ
ま
る
最
近
の
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
の
説
明

は
す
で
に
一
九
四
〇
年
に
ベ
ッ
テ
ィ
オ
ー
ル
が
こ
れ
を
行
つ
て
い
た
こ
と
は
殆

ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
取
り
あ
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
．

　
彼
は
マ
ッ
サ
リ
（
冒
舘
鶏
邑
の
説
明
を
用
い
て
自
分
の
目
的
的
行
為
論
を
展

開
し
て
い
た
。
マ
ッ
サ
リ
の
所
説
に
目
く
、
過
失
犯
に
お
い
て
も
意
思
は
目
的



を
有
す
る
．
何
故
な
ら
何
等
か
の
目
的
を
設
定
し
な
い
意
思
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。
L
か
し
こ
の
場
合
の
目
的
は
刑
法
に
よ
つ
て
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
「
結

果
」
、
即
ち
∫
惹
き
起
さ
れ
た
の
と
は
異
な
つ
た
「
結
果
」
の
実
現
で
あ
る
。

若
し
行
為
者
が
事
実
上
の
結
果
を
確
実
な
も
の
、
蓋
然
性
あ
る
も
の
と
予
見
し

て
い
た
な
ら
ば
、
彼
は
計
画
的
に
そ
の
行
為
を
断
念
し
、
”
許
さ
れ
た
目
的
”

を
実
現
す
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
た
筈
で
あ
る
、
と
。
ベ
ッ
テ
ィ
オ
ー
ル
は
こ
れ

を
用
い
、
自
分
の
．
目
的
論
的
”
体
系
に
組
み
入
れ
た
。
「
こ
れ
ら
の
場
合
に

は
行
為
者
の
意
思
は
因
果
性
に
よ
り
圧
倒
さ
れ
て
い
る
。
何
故
な
ら
結
果
が
彼

の
意
図
に
反
し
て
推
移
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
行
為
者
が
追
行
し

た
許
さ
れ
た
目
的
は
そ
の
態
度
に
目
的
的
性
格
を
附
与
す
る
に
充
分
で
あ
る
。

故
意
犯
で
は
従
つ
て
因
果
性
は
意
識
的
に
制
御
さ
れ
、
過
失
犯
で
は
制
御
さ
れ

て
は
い
な
い
が
、
回
避
可
能
で
あ
つ
た
筈
で
あ
る
。
若
し
行
為
老
が
活
動
を
し

た
具
体
的
状
況
を
注
意
し
て
調
べ
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
回
避
し
え
た
筈
で

あ
る
」
と
。
又
、
最
近
の
体
系
書
で
は
「
過
失
犯
で
は
松
葉
杖
に
す
が
つ
て
歩

く
び
つ
こ
の
行
為
を
論
じ
て
は
な
ら
な
い
。
故
意
行
為
は
目
的
的
行
為
の
典
型

的
な
例
で
は
あ
る
が
、
過
失
行
為
に
も
目
的
的
要
素
を
認
め
る
こ
と
を
妨
げ
る

も
の
で
は
な
い
。
と
も
か
く
事
実
上
惹
起
さ
れ
た
結
果
に
対
す
る
観
点
で
は
出

来
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
行
為
者
が
招
来
し
よ
う
と
し
た
結
果
に
対
す
る
観
点

で
は
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
恐
ら
く
可
能
で
あ
ろ
う
」
と
論
じ
て
、
患
者
を
治

療
し
よ
う
と
し
た
が
、
過
失
に
よ
つ
て
死
を
ひ
き
起
し
た
外
科
医
の
例
を
あ

げ
、
生
じ
た
結
果
の
死
に
つ
い
て
は
純
粋
に
因
果
的
で
、
“
盲
目
的
“
で
は
あ

る
が
、
追
及
し
た
目
的
（
治
療
）
に
つ
い
て
は
目
的
的
で
、
“
目
が
見
え
”
て

い
る
と
説
明
し
、
過
失
の
行
為
性
を
こ
こ
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
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介
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そ
の
他
い
ろ
い
ろ
あ
げ
た
い
こ
と
は
多
い
が
．
こ
れ
以
上
い
た
ず
ら
に
本
書

の
内
容
を
羅
列
す
る
こ
と
は
さ
し
ひ
か
え
る
こ
と
に
す
る
。

　
N
　
以
上
、
簡
単
に
本
書
の
内
容
に
ふ
れ
た
こ
と
か
ら
も
分
る
通
り
、
本
書

は
現
代
イ
タ
リ
ア
刑
法
学
に
お
い
て
目
的
的
行
為
論
に
対
し
ど
の
よ
う
な
受
け

容
れ
方
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
概
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
概
観
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
相
応
の
限
界
が
あ
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
語
学
の
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
我
国
に
余
り
知
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
イ
タ
リ
ア
に

お
け
る
目
的
的
行
為
論
の
趨
勢
を
手
軽
に
知
る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
大

き
い
。
勿
論
、
そ
の
解
説
も
極
め
て
簡
単
に
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
さ
れ
、
転
訳
さ
れ

た
も
の
に
立
脚
し
て
い
る
か
ら
．
原
文
の
意
図
が
は
た
し
て
忠
実
に
理
解
さ
れ

う
る
か
ど
う
か
は
分
ら
な
い
が
、
し
か
し
少
く
と
も
、
著
者
の
態
度
は
客
観
的

で
、
か
な
り
公
平
に
記
述
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
出
来
る
．
加
え
て
、
各
所

で
イ
タ
リ
ア
の
学
者
の
批
判
に
対
し
、
誤
解
を
指
摘
し
、
又
適
切
な
批
判
に
は
賛

意
を
表
し
、
イ
タ
リ
ア
刑
法
の
立
て
前
と
相
容
れ
な
い
こ
と
に
よ
つ
て
加
え
ら

れ
た
批
判
に
つ
い
て
は
そ
の
現
行
法
の
説
明
を
加
味
し
、
何
故
消
極
的
な
立
場

が
強
い
か
を
明
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
同
法
中
の
共
犯
の
規
定
を
具
体
的
に

示
し
つ
つ
、
”
行
為
支
配
〃
と
い
う
概
念
が
受
容
さ
れ
に
く
い
事
情
を
説
明
し
て

い
る
（
六
二
頁
以
下
）
。
さ
ら
に
、
故
意
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
責
任
か
ら
切
り
離
し

て
違
法
の
要
素
と
考
え
る
の
に
イ
タ
リ
ア
の
理
論
家
の
多
く
が
難
色
を
示
し
て

い
る
の
は
、
イ
タ
リ
ア
語
の
3
一
〇
と
い
う
言
葉
が
、
ド
イ
ッ
語
の
＜
o
お
暮
N
と

違
つ
て
、
価
値
的
に
中
性
的
で
は
な
く
て
、
ラ
テ
ン
語
の
起
源
た
る
3
一
毎
と
同

じ
く
、
は
つ
き
り
し
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
響
き
を
も
つ
て
居
り
、
反
価
値
、
法
の
命

令
に
対
す
る
反
抗
の
考
え
が
現
わ
れ
て
い
る
の
で
、
3
一
。
を
単
な
る
事
実
的
故
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（
二
二
〇
一
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

意
と
把
握
し
え
ず
に
、
そ
れ
を
規
範
的
概
念
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
理
解
で
き

る
（
一
二
三
頁
）
と
い
う
説
明
が
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
分
る
よ
う
に
、
本
書
は
単

な
る
学
説
の
紹
介
に
終
る
こ
と
な
く
、
イ
タ
リ
ア
刑
法
学
に
対
し
て
比
較
法
的

研
究
態
度
を
立
派
に
貫
徹
し
た
研
究
書
で
あ
る
と
評
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
た
だ
、
イ
タ
リ
ア
の
通
説
の
説
明
と
ど
う
違
う
か
と
い
う
点
に
ま
で
考
察
が

及
ん
だ
立
体
的
な
研
究
で
あ
れ
ぽ
な
お
一
層
良
い
と
い
う
気
が
し
な
い
で
も
な

い
が
、
こ
れ
は
望
み
す
ぎ
と
い
う
べ
き
か
。
と
も
あ
れ
、
イ
タ
リ
ア
刑
法
学
で

は
非
常
に
多
く
の
学
者
が
目
的
的
行
為
論
を
テ
ー
マ
と
し
て
研
究
し
、
そ
れ
も

断
片
的
な
引
用
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
て
、
本
格
的
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

の
形
で
数
多
く
出
て
い
る
と
い
う
事
実
は
我
々
の
勉
強
意
欲
を
そ
そ
る
も
の
が

あ
る
。
特
に
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
単
な
る
翻
訳
調
の
も
の
で
は
な
く
て
、
例
え

ば
マ
ン
ト
バ
ー
二
、
デ
ラ
ン
ド
ロ
、
デ
ロ
ー
ラ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
誤
解
や
間

違
い
が
あ
る
に
せ
よ
、
と
も
か
く
も
自
信
を
も
つ
て
そ
れ
と
対
決
し
て
い
る
態

度
は
他
山
の
石
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
著
者
ダ
ン
ネ
ル
ト
に
は
根
本
的
に
は
目
的
的
行
為
論
に
好
意
的
な
態
度
が
読

み
と
れ
る
。
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
に
は
、
シ
ャ
フ
ス
タ
イ
ン
、
ア
ル
ミ
ン
・
カ

ウ
フ
マ
ン
（
現
在
は
ボ
ン
に
も
ど
つ
た
か
も
知
れ
な
い
）
と
い
う
二
人
の
目
的
的

行
為
論
の
同
調
者
、
そ
し
て
最
近
、
若
い
な
が
ら
も
堅
実
な
日
的
的
行
為
論
批

判
の
作
品
を
発
表
し
て
い
る
新
任
の
ロ
ク
シ
ン
教
授
等
が
居
る
。
ダ
ン
ネ
ル
ト

承、

又
、
い
ず
れ
は
研
究
者
と
し
て
作
品
を
発
表
し
つ
づ
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う

が
．
ド
イ
ッ
に
の
み
通
用
す
る
理
論
に
と
じ
こ
も
る
こ
と
な
く
．
今
後
も
．
視

野
の
広
い
研
究
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
景
復
に
一
言
．
若
し
日
本
の
学
界
に
お
け
る
目
的
的
行
為
論
が
本
書
と
同
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
　
　
（
二
二
〇
二
）

よ
う
に
ド
イ
ッ
語
で
紹
介
さ
れ
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
本
書
の
程
度
以
上
の

内
容
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
「
我
々
の
理
論
と
余
り
変
ら
な
い
で

は
な
い
か
」
と
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
、
ガ
ラ
ス
等
か
ら
評
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
日
本
語
特
有
の
あ
い
ま
い
な
言
い
廻
し
で
説
明
出
来
て
い
る
つ
も
り

に
な
つ
て
い
る
学
説
を
、
文
法
的
に
二
義
を
許
さ
な
い
ド
イ
ッ
語
の
表
現
に
直

し
て
、
批
判
の
風
に
さ
ら
し
て
み
た
ら
も
う
少
し
実
り
あ
る
論
争
が
出
来
る
か

も
知
れ
な
い
な
ど
と
考
え
て
み
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
語
で
発
表
さ
れ
た

沢
山
の
研
究
成
果
が
日
本
に
だ
け
知
ら
れ
て
い
る
の
は
い
か
に
も
残
念
で
あ
る

と
本
書
を
読
み
な
が
ら
つ
く
づ
く
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
六
三
・
九
・
一
三
）
　
（
宮
沢
浩
［
）


